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判タ 44 号 24 頁、最判昭和 46 年  月 6 日民集 25 巻 2 号 7 頁、同平成 7 年 
月 20 日民集 49 巻  号  頁。
（） 　於保・前掲注（2）、我妻・前掲注（2）、内田貴『民法Ⅲ（第  版）債権総論・担
保物権』60 頁（東京大学出版会・2005）。
（4）　梅謙次郎『民法要義巻之三債権編（復刻版）』20 頁（有斐閣・906）。
（5）　最判昭和 46 年  月 6 日民集 25 巻 2 号 7 頁。
（6） 　大判大正 8 年  月  日民録 25 輯 2005 頁、最判昭和 57 年 9 月 7 日民集 6 巻
8 号 607 頁。
（7） 　奥田昌道『債権総論（増補版）』44 頁（悠々社・992）、平井宜雄『債権総論
（第 2 版）』2 頁（弘文堂・990）、内田・前掲注（）60 頁、大判大正 8 年  月
 日民録 25 輯 2005 頁、最判昭和 46 年  月 6 日民集 25 巻 2 号 7 頁、最判平成
7 年  月 20 日民集 49 巻  号  頁。
（8） 　粟屋剛「判例批評」西南学院大学法学論集 9 巻 2 号 27 頁以下、平林美紀「判
例批評」名古屋大学法政論集 65 号 47 頁以下、同「判例批評」金沢法学 44 巻 2
号 27 頁以下、田高寛貴「主債務者が無資力の場合の連帯保証人相互間での求償
権行使」判タ 046 号 60 頁以下、西森英司「判例批評」判タ 096 号 52 頁、平野
裕之『債権総論』445 頁（信山社・2005）。
（9） 　野田・横田、前掲注（2）24 頁、大沼洋一「判例批評」判タ 096 号 54 頁、佐藤
岩昭「判例批評」判例評論 525 号 26 頁。














（）　大判大正元年 0 月 22 日民録 8 輯 9 頁。
（4） 　東京控判大正 2 年 2 月 28 日新聞 852 号 22 頁、同大正 9 年  月 9 日新聞 764
号 7 頁。
（5）　柚木・前掲注（2）99 頁、我妻・前掲注（2）506 頁。








（8） 　福岡高判昭和 6 年 2 月 26 日金法 4 号 86 頁。右田堯雄「連帯保証人相互間
の求償関係についての一視点」判タ 85 号 47 頁以下、菅野佳夫「判例批評」法













（2） 　渡邊力「判例批評」銀行法務 2　6 号 74 頁以下、特に、79 頁（注 20）。
（22） 　最判昭和 6 年  月 27 日民集 40 巻 7 号 205 頁。
（2）　山田誠一「求償と代位」民商法雑誌 07 巻 2 号 88 頁。
（24） 　梅・前掲注（2）6 頁、我妻・前掲注（2）262 頁、於保・前掲注（2）9 頁、
内田・前掲注（）8 頁。
（25） 　塚原朋一「弁済による代位をめぐる最高裁判例の概観と展望」金法 4 号 5
頁、山田誠一「求償と代位」民商法雑誌 07 巻 2 号  頁以下参照。
（26） 　佐久間弘道「共同連帯保証人相互の求償と弁済による代位」金法 677 号  頁
以下。
（27）　最判昭和 6 年 2 月 20 日民集 40 巻  号 4 頁。
（28）　最判昭和 6 年 2 月 20 日民集 40 巻  号 4 頁。
（29）　最判昭和 60 年  月 22 日判時 48 号  頁。
（0）　最判昭和 60 年  月 22 日判時 48 号  頁。
（） 　潮見佳男、前掲注（20）24 頁〜 248 頁、252 頁〜 258 頁。
（2） 　高橋眞「弁済者代位における原債権と求償権─消滅時効に関連して」銀行法務
2　655 号 6 頁以下。
（） 　寺田正春「弁済者代位制度論序説（一）」法学雑誌 20 巻  号 24 頁以下、同「弁
済者代位制度論序説（二）」法学雑誌 20 巻 2 号 5 頁以下、同「弁済者代位制度




（5） 　大阪地判平成 6 年  月 26 日金判 962 号 5 頁。
（6）　名古屋地判平成 4 年 9 月 4 日金判 95 号 9 頁。
（7） 　最判平成 7 年  月 2 日民集 49 巻  号 984 頁。その後の同旨の判例として、同






0 号 2 頁。
（40） 　上野隆司「逆は必ずしも真ならず－代位弁済後の求償権と原債権の消滅時効」




（4）　八木良一「判例批評」ジュリスト 067 号 7 頁。
（44） 　梅・前掲注（2）6 頁、我妻・前掲注（2）262 頁、於保・前掲注（2）9 頁、
奥田・前掲注（7）548 頁、塚本朋一「昭和 6 年度最判解説（民）」469 頁、山田・
前掲注（2）89 頁、佐久間・前掲注（26）8 頁。
（45）　潮見佳男「判例批評」銀行法務 2　54 号 4 頁。
（46）　秦光昭「判例批評」金法 424 号 5 頁。
（47）　奥田・前掲注（7）548 頁。
（48） 　佐久間・前掲注（26）8 頁、結論が同旨のものとして塚本・前掲注（44）469
頁。
（49）　野田・横田・前掲注（2）4 頁。
